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「いじめ対策委員会」について 

釧路市立興津小学校 

１．趣  旨 

   すべての子どもたちにとって学校は安心、安全で楽しく豊かな学校生活を送ることができる場所

でなければなりません。そのため、学校は保護者や関係機関と連携を図りながら、組織的にいじめ

防止と早期発見に取り組むとともに、いじめが疑われる場合は、適切かつ迅速に対処し、その再発

の防止に努めることが求められています。 

   釧路市教育委員会では、いじめの未然防止、早期発見・早期対応に組織の総力を挙げて取り組む

学校づくりと家庭や関係機関との連携・強化に力点を置いて、特に、指導上困難ないじめ問題を抱

える学校の取組を支援していきます。 

 

２．構成メンバー 

   ① 学校長    ② 教頭    ③ 教務主任   ④ 生徒指導部長 

   ⑤ 学級担任   ⑥ 養護教諭  ※ 特別支援コーディネーター（必要に応じて）  

 

３．支 援 内 容 

   ① 学校と連携し、いじめの現状（内容）及び実態に応じて、対策委員会による対応の検討を行

い、対応方針と役割分担を決定する。 

   ② 指導上困難な課題を抱える学校に対して、指導主事の派遣などによる重点的な指導、助言、

支援を行う。 

   ③ 心のケアが必要な当該児童生徒や保護者に対して、スクールカウンセラーを派遣し、カウン

セリングを行う。 

４．体制及び取組 

 

教育委員会 

○スクールカウンセラー 

○指導主事 

※学識経験者・教育相談員 

※スクールソーシャルワーカー 

（必要に応じて） 

学 校 

○校長    ○生徒指導部長 

○教頭    ○学級担任 

○教務主任  ○養護教諭 等 

いじめの現状の把握 

情報収集 分析等 

連 携 

対策委員会による対応とすることの検討と確認→対応方針・役割分担決定 

対策委員会による具体的な取組 

●当該校への指導主事派遣による指導・助言・支援 

●当該児童生徒への指導・支援 

●当該保護者への支援 

●必要に応じてスクールカウンセラー派遣によるカウンセリング 

●必要に応じて医療機関・警察署等、関係機関との連携 

●今後の対応策等の協議・確認 

・保護者からの相談 
・本人からの相談 
・第三者からの相談 
・学校からの相談 
・関係機関からの情報 

・実態調査、Q-U,ｱｾｽ 
・日常観察 
・教育相談 
・本人、保護者の相談 
・市教委等からの情報 

いじめ対策委員会 


